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は
じ
め
に

　
『
日
本
書
紀
』
神
代
下
の
天
孫
降
臨
章
（
第
九
段
）
に
お
け
る
ア
ヂ
ス

キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
を
め
ぐ
る
神
話
に
つ
い
て
、「
神
代
紀
」
と
い
う
テ
キ
ス

ト
と
し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
認
め
る
べ
き
か
、
本
文
と
一
書
群
と
を
併

せ
持
つ
構
造
の
中
で
考
え
て
み
た
い
。

　

天
孫
降
臨
章
の
本
文
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
子
で
あ
る
ア
メ
ノ
オ
シ
ホ
ミ

ミ
と
、皇
祖
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
娘
と
の
間
に
皇
孫
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
が
誕
生
し
、

タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
を
葦
原
中
国
の
主
に
立
て
よ
う
と
す
る
話

味
耜
高
彦
根
神

─
『
日
本
書
紀
』
天
孫
降
臨
章
を
読
む
─

松
本
直
樹

か
ら
始
ま
る
。
つ
い
で
、
い
ま
だ
不
穏
な
状
態
に
あ
る
葦
原
中
国
を
平
定

す
る
話
へ
と
展
開
す
る
。
そ
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑴�

最
初
に
派
遣
さ
れ
た
ア
メ
ノ
ホ
ヒ
は
オ
ホ
ナ
ム
チ
に
佞
り
媚
び
て
復

命
せ
ず
、
つ
い
で
そ
の
子
の
オ
ホ
セ
ヒ
ミ
ク
マ
ノ
ウ
シ
（
タ
ケ
ミ
ク

マ
ノ
ウ
シ
）
を
派
遣
す
る
も
、
こ
れ
も
父
ア
メ
ノ
ホ
ヒ
に
従
っ
て
復

命
し
な
い
。

⑵�

つ
い
で
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
を
派
遣
す
る
が
、
こ
れ
も
忠
誠
で
は
な
く
、

ウ
ツ
シ
ク
ニ
ダ
マ
の
娘
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
を
娶
り
、
葦
原
中
国
の
支
配

を
企
ん
で
復
命
し
な
い
。
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⑶�

ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
は
天
か
ら
の
使
者
で
あ
る
名
無
し
雉
を
射
殺
し
た
こ

と
に
よ
り
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
放
っ
た
矢
に
当
た
っ
て
死
去
す
る
。

⑷�

天
上
界
に
て
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
の
鳥
に
よ
る
殯
が
営
ま
れ
る
。

⑸�

葦
原
中
国
で
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
と
親
交
の
あ
っ
た
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ

ネ
が
弔
問
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
姿
が
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
に
酷
似
し
て
い

た
こ
と
に
よ
り
、
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
の
親
族
・
妻
子
か
ら
ア
メ
ワ
カ
ヒ

コ
本
人
と
見
間
違
わ
れ
、
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
は
そ
の
事
に
怒
っ

て
喪
屋
を
斬
り
伏
せ
る
。

⑹�

フ
ツ
ヌ
シ
と
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
が
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
オ
ホ
ナ
ム

チ
と
の
交
渉
が
な
さ
れ
、
最
後
に
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
服
属
を
宣
誓
し
、

葦
原
中
国
の
平
定
作
業
が
完
了
す
る
。

　

登
場
神
の
違
い
な
ど
差
異
は
あ
る
も
の
の
、大
き
な
展
開
と
し
て
は『
古

事
記
』
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
と
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ

ネ
を
め
ぐ
る
⑵
～
⑸
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、〈
建
国
神
話
〉
に
共
通
し

た
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
で
は
如
何
な
る
意
味
を

担
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
は
記
紀
以
外
の
上
代
文
献
に
は
登
場
す
る
こ
と
の
な
い

存
在
で
あ
り
、
神
名
も
一
般
名
詞
的
で
、
特
定
の
地
域
や
氏
族
に
よ
っ
て

祭
祀
さ
れ
て
い
た
跡
を
見
い
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
い
っ
ぽ
う
の
ア
ヂ

ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
は
、
ア
ヂ
シ
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
・
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
な

ど
神
名
に
若
干
の
揺
れ
を
見
せ
な
が
ら
も
、『
古
事
記
』『
出
雲
国
風
土
記
』

「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」
に
お
い
て
、
共
通
し
て
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
子
と
さ
れ

る
な
ど
、
上
代
に
お
け
る
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
存
在
が
明
瞭
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
⑵
～
⑸
の
主
題
は
、
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
で
は
な
く
、
ア
ヂ
ス
キ
タ

カ
ヒ
コ
ネ
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
予
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
〈
建
国
神
話
〉
の
枠
組
み
に
お
け
る
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ

ヒ
コ
ネ
の
神
話
の
意
味
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
、
本
文
と
一
書
を
備
え
た

『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
読
み
方
に
つ
い
て
提
言
し
た
い
。

〈
出
雲
神
話
〉
と
し
て
の
文
脈

　

ま
ず
、ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
神
話
の
前
後
の
文
脈
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

⑴
の
ア
メ
ノ
ホ
ヒ
に
つ
い
て
上
代
諸
文
献
の
記
述
を
確
認
す
る
。

〈
ア
メ
ノ
ホ
ヒ
の
後
胤
記
事
〉

〇
天
菩
比
命
之
子
建
比
良
鳥
命（
此
出
雲
國
造
…
等
之
祖
）（『
古
事
記（
１
）』）

〇�
天
穂
日
命
（
是
出
雲
臣
・
土
師
連
等
祖
也
）（『
日
本
書
紀
』
第
六
段

本
文（
２
））

〇�

天
穂
日
命
、
此
出
雲
臣
・
武
蔵
國
造
・
土
師
連
等
遠
祖
也
（『
日
本

書
紀
』
第
七
段
一
書
第
三
）
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〇
出
雲
臣
等
我

遠
神
、
天
穂
比
命
（「
出
雲
国
造
神
賀
詞（
３
）」）

〈
ア
メ
ノ
ホ
ヒ
と
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
関
係
〉

〇
天
菩
比
神
者
乃
媚
附
大
國
主
神
至
于
三
年
不
復
奏
（『
古
事
記
』）

〇�

以
天
穂
日
命
往
平
之
。
然
此
神
佞
媚
大
己
貴
神
、
比
及
三
年
、
尚
不

報
聞
。
故
仍
遣
其
子
大
背
飯
三
熊
大
人
（
大
人
此
云
于
志
）
亦
名
武

三
熊
大
人
。
此
亦
還
順
其
父
、
遂
不
報
聞
（『
日
本
書
紀
』
第
九
段

本
文
）

〇�

出
雲
臣
等
我

遠
神
、
天
穂
比
命
乎

、
國
體
見
尓

遣
時
尓

、
天
乃

八
重
雲
乎

押

別
弖

、天
翔
國
翔
弖

、天
下
乎

見
廻
弖

、返
事
申
給
久

、豊
葦
原
乃

水
穂
國
波

、

晝
波

如
五
月
蝿
水
沸
支

、
夜
波

如
火
瓮
光
神
在
利

、
石
根
・
木
立
・
青
水

沫
毛

事
問
弖

、
荒
國
在
利

。
然
毛

鎮
平
弖

、
皇
御
孫
命
尓

、
安
国
止

平
久

所
知

坐
之
女
牟
止

申
弖

、
己
命
兒
天
之
夷
鳥
命
尓

、
布
都
怒
志
命
乎

副
弖

、
天
降
遣
弖

、

荒
布
留

神
等
乎

撥
平
介

、
國
作
之

大
神
乎
毛

媚
鎮
弖

、
大
八
嶋
國
現
事
・
顕
事

令
事
避
支

。（「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」）

　

ア
メ
ノ
ホ
ヒ
は
『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
本
文
お
よ
び
一
書
、「
出

雲
国
造
神
賀
詞
」
に
お
い
て
、
共
通
し
て
出
雲
国
造
（
出
雲
臣
）
の
祖
神

で
あ
り
、
そ
れ
が
オ
ホ
ナ
ム
チ
（
大
国
主
神
）
に
「
媚
」
び
た
と
い
う
。

「
媚
」
の
意
味
は
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
本
文
と
「
出
雲
国
造
神
賀

詞
」
と
で
は
異
な
り
、
そ
れ
は
葦
原
中
国
平
定
の
命
令
を
遂
行
し
た
か
否

か
に
つ
い
て
の
文
献
ご
と
の
立
場
の
違
い
に
起
因
し
て
い
よ
う
。
天
皇
讃

美
の
寿
詞
で
あ
り
、
出
雲
国
造
の
大
和
王
権
へ
の
帰
順
を
述
べ
る
「
出
雲

国
造
神
賀
詞
」
の
文
脈
に
お
い
て
、「
媚
」
は
「
鎮
撫
」
に
相
当
す
る
表

現
と
し
て
意
味
づ
け
直
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た（
４
）。

た
だ
『
古
事
記
』『
日

本
書
紀
』
に
お
い
て
も
、
命
令
を
遂
行
し
な
い
ア
メ
ノ
ホ
ヒ
を
叛
逆
者
と

し
て
処
罰
す
る
こ
と
は
な
い
。
ア
メ
ノ
ホ
ヒ
が
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
も
と
に
到

り
、
そ
の
子
孫
が
出
雲
国
造
に
な
っ
た
と
い
う
結
果
に
つ
い
て
は
三
文
献

に
共
通
す
る
の
で
あ
っ
て
、
出
雲
国
造
に
よ
る
オ
ホ
ナ
ム
チ
祭
祀
の
起
源

を
、『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
本
文
と
「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
説
い
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る（
５
）。

　

ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
と
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
に
纏
わ
る
⑵
～
⑸
を
挟
み
、

⑹
で
葦
原
中
国
の
平
定
は
第
三
の
使
者
に
託
さ
れ
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
国
譲

り
か
ら
皇
孫
の
降
臨
へ
と
展
開
す
る
。
平
定
作
業
に
関
わ
っ
た
神
が
、『
古

事
記
』『
日
本
書
紀
』
間
で
異
な
っ
て
い
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
国
譲
り
と
同
神
の
出
雲
鎮
座
へ
と
展
開
す
る
の

が
、「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」
を
も
含
め
た
〈
建
国
神
話
〉
共
通
の
筋
書
き

で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
〈
建
国
神
話
〉
の
主
題
は
皇
祖
ア
マ
テ
ラ
ス
と
そ
の
子
孫
に

よ
る
建
国
の
歴
史
を
説
く
こ
と
に
あ
る
。
次
の
系
図
で
示
せ
ば
、　
　

で
囲
っ
た
部
分
に
相
当
す
る
。
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ア
マ
テ
ラ
ス
─
オ
シ
ホ
ミ
ミ
─
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ「
天
孫
降
臨
」─
ホ
ホ
デ
ミ
─
〇
→
神
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
国
譲
り
」

ス
サ
ノ
ヲ
─
→
オ
ホ
ナ
ム
チ
（
大
国
主
神
）「
国
作
り
」

〈
建
国
神
話
〉
の
主
題
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
照
明
力
が
葦
原
中
国
に
も
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
を
示
し
（
天
石
屋
戸
条
）、
だ
か
ら
そ
の
子
孫
が
降
臨

し
て
葦
原
中
国
を
統
治
す
る
（
天
孫
降
臨
条
）
こ
と
の
正
当
性
を
説
く
こ

と
に
あ
る
。〈
建
国
神
話
〉
を
一
本
化
し
た
『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
、

天
石
屋
戸
条
と
天
孫
降
臨
条
は
登
場
す
る
神
々
な
ど
も
共
通
し
て
い
て
、

本
来
的
に
一
直
線
に
繋
が
る
文
脈
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の

間
に
、
ス
サ
ノ
ヲ
に
よ
る
ヲ
ロ
チ
退
治
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
（
大
国
主
神
）
の

国
土
支
配
と
国
作
り
な
ど
の
所
謂
〈
出
雲
神
話
〉
が
挟
み
込
ま
れ
て
い

る（
６
）。〈
出
雲
神
話
〉
の
内
容
や
紙
幅
に
は
少
な
か
ら
ず
差
が
あ
る
も
の
の
、

『
古
事
記
』も『
日
本
書
紀
』
も
大
筋
に
お
い
て
は
同
様
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
本
文
で
は
⑴
に
当
た
る
ア
メ
ノ
ホ
ヒ
の
派
遣
と
そ
の
オ

ホ
ナ
ム
チ
へ
の
帰
属
、
⑹
の
オ
ホ
ナ
ム
チ
に
よ
る
国
譲
り
と
同
神
の
出
雲

鎮
座
は
、
皇
祖
ア
マ
テ
ラ
ス
と
そ
の
子
孫
に
よ
る
建
国
の
歴
史
を
説
く
こ

と
を
主
題
と
す
る
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
共
通
の
大
文
脈
に
お
い
て
、

〈
出
雲
神
話
〉
か
ら
皇
統
を
軸
と
す
る
主
題
へ
と
文
脈
を
戻
す
、
い
わ
ば

結
節
点
に
当
た
る
。こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、⑵
～
⑸
の
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
・

ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
を
め
ぐ
る
一
連
の
神
話
は
、
穀
霊
の
死
と
再
生
、

殯
の
習
俗
に
お
け
る
思
想
な
ど
を
背
景
に
持
ち
な
が
ら（
７
）も

、
皇
祖
ア
マ
テ

ラ
ス
（
日
神
）
と
そ
の
子
孫
に
よ
る
建
国
の
〈
神
話
〉
の
一
部
と
し
て
、

皇
祖
に
対
す
る
出
雲
の
神
々
の
服
属
の
由
来
と
し
て
読
む
べ
き
で
あ
り
、

『
古
事
記
』『
出
雲
国
風
土
記
』「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」
が
一
致
し
て
オ
ホ

ナ
ム
チ
の
子
と
す
る
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
を
如
何
に
評
価
し
、
位
置
付

け
る
か
が
趣
旨
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

葛
城
の
神
と
し
て
の
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
ネ

　

ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
（
ネ
）
と
は
如
何
な
る
神
で
あ
っ
た
の
か
。『
日

本
書
紀
』
以
外
の
諸
文
献
の
記
事
を
確
認
し
て
お
く
。

〇�

故
此
大
國
主
神
娶
坐
胸
形
奥
津
宮
神
多
紀
理
毗
賣
命
生
子
、阿
遅（
二

字
以
音
）
鉏
高
日
子
根
神
、
次
妹
高
比
賣
命
亦
名
下
光
比
賣
命
。
此

之
阿
遅
鉏
高
日
子
根
神
者
、
今
謂
迦
毛
大
御
神
者
也
。（『
古
事
記
』）

　
『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
「
迦
毛
大
御
神
」
と
い
う
至
高
の
尊
称
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
。『
古
事
記
』
に
お
い
て
、
他
に
「
大
御
神
」
と
呼
ば
れ

る
の
が
、
イ
ザ
ナ
キ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
大
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国
主
神
の
子
と
し
て
こ
の
尊
称
を
持
つ
こ
と
の
意
味
は
軽
く
な
い
。

　

た
だ
「
此
之
阿
遅
鉏
高
日
子
根
神
者
、
今
謂
迦
毛
大
御
神
者
也
」
の
一

文
は
「
〇
〇
神
者
、
…
…
（
者
）
也
」
と
い
う
本
文
注
の
形
式
で
あ
る
。

若
干
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

・�

此
三
柱
綿
津
見
神
者
、
阿
曇
連
等
之
祖
神
以
伊
都
久
神
也
。

・�

此
三
柱
神
者
、
胸
形
君
等
之
以
伊
都
久
三
前
大
神
者
也
。（
宗
像
三

女
神
）

・�

此
神
者
、坐
近
淡
海
國
之
日
枝
山
亦
坐
葛
野
之
松
尾
用
鳴
鏑
神
者
也
。　

（
大
山
咋
神
）

　

こ
れ
ら
は
、「
現
在
で
は
特
定
の
氏
族
が
そ
れ
ぞ
れ
祖
先
と
し
て
祭
っ

て
い
る
神
で
あ
る
」、
ま
た
「
現
在
で
は
或
る
神
社
に
鎮
座
し
て
い
る
神

で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
神
代
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
神
の
事

跡
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
神
々
に
つ
い
て
の
本
文
注
は
『
古
事
記
』

が
成
り
立
っ
た
「
今
」
に
お
け
る
当
該
神
の
状
況
、
あ
る
い
は
「
今
」
に

至
る
ま
で
の
当
該
神
の
履
歴
を
〈
神
話
〉
の
時
間
軸
の
外
に
お
い
て
示
す

記
事（
８
）で

あ
る
か
ら
、
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
に
つ
い
て
も
、
い
つ
、
ど
の

よ
う
な
事
情
で
「
大
御
神
」
と
な
っ
た
か
は
、『
古
事
記
』
の
中
で
直
接

に
説
明
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
こ
と
の
事
情
は
和

銅
五
年
当
時
の
現
状
な
ど
『
古
事
記
』
の
外
部
か
ら
、
検
証
す
る
以
外
に

な
い
こ
と
に
な
る
。

　
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
散
見
す
る
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
に
関
す
る
記
事

を
見
て
み
よ
う
。

①�

賀
茂
神
戸
…
所
造
天
下
大
神
命
之
御
子
、
阿
遅
湏
枳
高
日
子
命
坐
葛

城
賀
茂
社
。
此
神
之
神
戸
。
故
云
鴨
。（
神
亀
三
年
改
字
賀
茂
）　
（
意

宇
郡
賀
茂
神
戸（
９
））

②�

高
岸
郷
…
所
造
天
下
大
神
御
子
、
阿
遅
湏
枳
高
日
子
命
、
甚
晝
夜
哭

坐
。
仍
其
処
高
屋
造
而
坐
之
。
即
建
高
椅
而
、
登
降
養
奉
。
故
云
高

崖
。（
神
亀
三
年
改
字
高
岸
）　
（
神
門
郡
高
岸
郷
）

③�

三
澤
郷
…
大
神
大
穴
持
命
御
子
、
阿
遅
湏
伎
高
日
子
命
、
御
須
髪
八

握
于
生
、
晝
夜
哭
坐
之
辞
不
通
。
尓
時
、
御
祖
命
、
御
子
乗
舩
而
、

率
巡
八
十
嶋
宇
良
加
志
給
鞆
、
猶
不
止
哭
之
。
大
神
夢
願
給
「
告
御

子
之
哭
由
」夢
尓
願
坐
、則
夜
夢
見
坐
之「
御
子
辞
通
」。則
寤
問
給
、

尓
時
「
御
澤
」
申
。
尓
時
、「
何
処
然
云
」
問
給
、
即
御
祖
御
前
立

去
出
坐
而
、
石
川
度
、
坂
上
至
留
申
「
是
処
也
」。
尓
時
、
其
澤
水

活
出
而
、
御
身
沐
浴
坐
。
故
国
造
神
吉
事
奏
、
参
向
朝
廷
時
、
其
水

活
出
而
、
用
初
也
。
依
此
、
今
産
婦
彼
村
稲
不
食
。
若
有
食
者
、
所

生
子
已
云
也
。
故
云
三
澤
。　
（
仁
多
郡
三
澤
郷
）

　

①
は
大
和
国
の
葛
城
賀
茂
に
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
の
鎮
座
す
る
社
が
あ

り
、
そ
の
た
め
の
神
戸
が
出
雲
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
、『
出
雲
国
風

土
記
』
編
纂
時
（
天
平
五
年
成
立
）
の
現
状
を
示
し
て
い
る
。『
出
雲
国
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風
土
記
』
で
も
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
は
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
子
で
あ
り
、
そ
の

神
が
大
和
国
内
に
社
を
持
つ
こ
と
の
意
味
は
軽
く
な
い
。

　

②
③
は
関
連
す
る
神
話
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
③
に
よ
れ
ば
、
ア
ヂ
ス

キ
タ
カ
ヒ
コ
が
言
語
不
通
で
、泣
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
原
因
は
、「
御
祖
命
」

の
夢
に
現
れ
た
無
名
の
カ
ミ
か
ら
の
信
号
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
カ

ミ
は
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
の
口
を
借
り
て
、「
澤
水
」
の
湧
出
を
告
げ
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
事
績
が
、
出
雲
国
造
が
「
出
雲
国
造
神
賀

詞
」
奏
上
の
た
め
に
朝
廷
に
参
内
す
る
際
に
、
こ
の
水
を
用
い
る
こ
と
の

起
源
だ
と
言
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」
は
出
雲
国

造
の
代
替
わ
り
の
際
の
一
連
の
新
任
式
に
お
い
て
、
天
皇
か
ら
辞
令
を
受

け
た
新
任
の
国
造
が
、
長
期
の
潔
斎
を
経
て
、
天
皇
の
前
で
奏
上
す
る
寿

詞
で
あ
る
。

　

そ
の
「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」
に
は
、
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
が
大
和
に

鎮
座
す
る
こ
と
の
意
味
や
起
源
に
関
し
て
、次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

乃
大
穴
持
命
乃

申
給
久

、
皇
御
孫
命
乃

静
坐
牟

大
倭
國
申
弖

己
命
和
魂
乎

八

咫
鏡
尓

取
託
弖

、倭
大
物
主
櫛
𤭖
玉
命
止

名
乎

称
弖

、大
御
和
乃

神
奈
備
尓

坐
、

己
命
乃

御
子
阿
遅
湏
伎
高
孫
根
乃

命
乃

御
魂
乎

、
葛
木
乃

鴨
乃

神
奈
備
尓

坐
、

事
代
主
命
乃

御
魂
乎

、
宇
奈
提
尓

坐
、
賀
夜
奈
流
美
命
乃

御
魂
乎

、
飛
鳥
乃

神
奈
備
尓

坐
弖

、
皇
孫
命
乃

近
守
神
止

貢
置
弖

、
八
百
丹
杵
築
宮
尓

静
坐
支

。

　

オ
ホ
ナ
ム
チ
が
国
譲
り
を
行
う
に
際
し
、
自
ら
の
子
で
あ
る
ア
ヂ
ス
キ

タ
カ
ヒ
コ
ネ
の
御
魂
を
天
皇
の
守
護
神
と
し
て
葛
木
に
鎮
座
さ
せ
た
と
記

さ
れ
て
い
て
、
出
雲
国
造
が
神
祇
祭
祀
を
統
括
す
る
出
雲
の
地
に
そ
の
神

戸
が
あ
る
と
す
る
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
記
述
と
呼
応
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
天
平
五
年
当
時
に
は
、

ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
（
ネ
）
は
出
雲
国
造
の
大
和
王
権
へ
の
服
属
、
そ
し

て
オ
ホ
ナ
ム
チ
か
ら
皇
祖
へ
の
国
譲
り
に
お
け
る
象
徴
的
な
存
在
と
し
て

大
和
の
葛
城
に
鎮
座
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
和
銅
五

年
当
時
の
状
況
ま
で
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、『
古
事
記
』
が

同
神
を
「
今
」
は
「
迦
毛
大
御
神
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
も
同
じ
事
情

に
よ
る
と
推
察
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア
ヂ
ス

キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
の
『
古
事
記
』
に
お
け
る
異
例
に
高
い
地
位
は
、
も
ち
ろ

ん
無
条
件
な
も
の
で
は
な
く
、
大
国
主
神
に
よ
る
国
譲
り
を
終
え
、
歴
代

天
皇
に
よ
る
治
世
が
続
き
、
出
雲
国
造
が
大
和
王
権
に
帰
属
し
て
い
る
現

在
に
お
け
る
も
の
だ
と
す
る
の
が
本
文
注
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

（1
（

。

ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
周
辺
の
系
譜

　

こ
れ
ま
で
、「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」
を
含
め
た
広
い
意
味
で
の
〈
建
国

神
話
〉
の
範
疇
に
お
い
て
、
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
が
大
和
国
の
葛
城
に

鎮
座
す
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
き
た
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
ア
メ
ワ
カ
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ヒ
コ
が
信
仰
の
実
態
の
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、

『
古
事
記
』
お
よ
び
『
日
本
書
紀
』
本
文
⑵
～
⑸
の
一
連
の
神
話
は
、
叛

逆
者
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
と
見
間
違
わ
れ
た
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
が
、
そ
れ

と
は
別
神
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
決
し
て
叛
逆
者
で
は
な
い
こ
と
を
証
明

す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

　
『
古
事
記
』に
お
い
て
、そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
の
重
要
な
存
在
が
、

ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
の
妹
の
タ
カ
ヒ
メ
（
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
）
で
あ
る
。

〇�

故
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
者
、
忿
而
飛
去
之
時
、
其
伊
呂
妹
高
比
賣

命
、
思
顕
其
御
名
。
故
歌
曰
「
…
…
美
多
迩　

布
多
和
多
良
湏　

阿

治
志
貴
多
迦
比
古
泥
能
迦
微
曽
」
也
。

〇�

天
若
日
子
降
到
其
国
、
即
娶
大
國
主
神
之
女
下
照
比
賣
、
亦
慮
獲
其

國
、
至
于
八
年
不
復
奏
。

〇�

天
若
日
子
之
妻
下
照
比
賣
之
哭
聲
与
風
響
到
天
。

ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
の
妻
と
し
て
は
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
、
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ

の
妹
と
し
て
は
タ
カ
ヒ
メ
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
二
つ
の
神
名
が
、
大
国
主
神
の
系
譜
に
お
い
て
、

阿
遅
（
二
字
以
音
）
鉏
高
日
子
根
神
、
次
妹
高
比
賣
命
、
亦
名
下
光

比
賣

と
同
神
の
異
名
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
の
父

や
天
上
で
の
妻
さ
え
も
見
紛
う
ほ
ど
に
酷
似
し
た
両
神
を
、
確
か
に
峻
別

す
る
こ
と
の
出
来
る
存
在
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ

は
ア
マ
ツ
ク
ニ
タ
マ
を
父
に
持
ち
、
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
は
大
国
主
神

（
亦
名
ウ
ツ
シ
ク
ニ
ダ
マ
）
を
父
と
し
て
お
り
、
出
自
の
違
い
も
『
古
事

記
』に
お
い
て
は
明
瞭
で
あ
る
。系
譜
を
図
に
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

【『
古
事
記
』
の
系
譜
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ

大
国
主
神

（
＝
ウ
ツ
シ
ク
ダ
マ
＝
オ
ホ
ナ
ム
チ
…
）　　
　

タ
カ
ヒ
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
）

ア
マ
ツ
ク
ニ
タ
マ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ

　

で
は
『
日
本
書
紀
』
第
九
段
の
本
文
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

故
、
高
皇
産
靈
尊
、
更
會
諸
神
、
問
當
遣
者
。
僉
曰
「
天
國
玉
之
子

天
稚
彦
、
是
壮
士
也
。
宜
試
之
」。
於
是
、
高
皇
産
霊
尊
、
賜
天
稚

彦
天
鹿
兒
弓
及
天
羽
羽
矢
、
以
遣
之
。
此
神
亦
不
忠
誠
也
。
來
到
即

娶
顕
国
玉
之
女
子
下
照
姫
（
亦
名
高
姫
、
亦
名
稚
國
玉
）、
因
留
住

之
曰
「
吾
亦
欲
馭
葦
原
中
國
」、
遂
不
復
命
。
是
時
高
皇
産
霊
尊
、

怪
其
久
不
來
報
、
乃
遣
無
名
雉
伺
之
。（
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
は
天
探
女
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の
進
言
に
従
い
雉
を
射
殺
し
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
矢
に
当
た
っ
て
死

去
す
る
。）

天
稚
彦
之
妻
下
照
姫
、
哭
泣
悲
哀
、
聲
達
于
天
。
是
時
、
天
國
玉
聞

其
哭
聲
、
則
知
夫
天
稚
彦
已
死
、
乃
遣
疾
風
、
舉
尸
致
天
、
便
造
喪

屋
而
殯
之
。（
八
日
八
夜
、
鳥
に
よ
る
殯
が
行
わ
れ
る
。）

先
是
、
天
稚
彦
在
葦
原
中
國
也
、
與
味
耜
高
彦
根
神
友
善
。（
味
耜
、

此
云
阿
膩
湏
岐
）
故
、
味
耜
高
彦
根
神
昇
天
弔
喪
。
時
此
神
容
貌
、

正
類
天
稚
彦
平
生
儀
。
故
、
天
稚
彦
親
族
妻
子
皆
謂
「
吾
君
猶
在
」、

則
攀
牽
衣
帯
、
且
喜
且
慟
。
時
、
味
耜
高
彦
根
神
、
忿
然
作
色
曰
「
朋

友
之
道
、
理
宜
相
弔
。
故
、
不
憚
汚
穢
、
遠
自
赴
哀
。
何
為
誤
我
於

亡
者
」、
則
抜
其
帯
劔
大
葉
刈
（
刈
、
此
云
我
里
、
亦
名
神
戸
劔
）、

斫
仆
喪
屋
。此
則
落
而
為
山
。今
在
美
濃
國
藍
見
川
之
上
喪
山
是
也
。

世
人
悪
以
生
誤
死
、
此
其
縁
也
。

　

第
九
段
本
文
に
お
け
る
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
と
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
の
神

話
は
以
上
で
あ
る
。
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
は
『
古
事
記
』
同
様
に
、
シ
タ
テ
ル

ヒ
メ
を
娶
っ
て
葦
原
中
国
の
支
配
を
企
て
、
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
に
は
タ
カ
ヒ

メ
と
い
う
亦
名
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
タ
カ
ヒ
メ
の
歌
に
よ
る
ア

ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
の
正
体
明
か
し
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、『
日
本
書
紀
』

本
文
に
お
い
て
は
、
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
・
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
・
ウ
ツ
シ

ク
ニ
ダ
マ
・
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
と
い
っ
た
全
て
の
登
場
神
が
初
出
な
の
で

あ
っ
て
、
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
第
九
段
は
も
と

よ
り
前
後
の
本
文
を
見
て
も
ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
一
書
に
目
を
配
っ
て
み
た
い
。
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
と
ア
ヂ
ス
キ
タ

カ
ヒ
コ
ネ
の
神
話
を
載
せ
る
の
は
第
九
段
一
書
第
一
と
一
書
第
六
で
あ

る
。
ま
ず
一
書
第
六
か
ら
見
る
こ
と
に
す
る
。

一
書
曰
、
天
忍
穂
根
尊
、
娶
高
皇
産
靈
尊
女
子
𣑥
幡
千
千
姫
萬
幡
姫

命
、
亦
云
高
皇
産
靈
尊
兒
火
之
戸
幡
姫
兒
千
千
姫
命
而
、
生
兒
天
火

明
命
。
次
生
天
津
彦
根
火
瓊
瓊
杵
根
尊
。
其
天
火
明
命
兒
天
香
山
、

是
尾
張
連
等
遠
祖
也
。
及
至
奉
降
皇
孫
火
瓊
瓊
杵
尊
、
於
葦
原
中
國

也
、
高
皇
産
靈
尊
、
勅
八
十
諸
神
曰
「
葦
原
中
國
者
、
磐
根
木
株
草

葉
、
猶
能
言
語
。
夜
者
若
熛
火
而
喧
響
之
、
晝
者
如
五
月
蠅
而
沸
騰　

之
、
云
々
。

時
高
皇
産
霊
尊
勅
曰
「
昔
遣
天
稚
彦
於
葦
原
中
國
、
至
今
所
以
久
不

來
者
、
蓋
是
國
神
、
有
強
禦
之
者
」。
乃
遣
無
名
雄
雉
往
候
之
。
此

雉
降
來
、
因
見
粟
田
・
豆
田
、
則
留
而
不
返
。
此
世
所
謂
、
雉
頓
使

之
縁
也
。
故
復
遣
無
名
雌
雉
。
此
鳥
下
來
、
為
天
稚
彦
所
射
、
中
其

矢
而
上
報
、
云
云
。

是
時
、
高
皇
産
霊
尊
、
乃
用
眞
床
覆
衾
、
裹
皇
孫
天
津
彦
根
火
瓊
瓊

杵
根
尊
而
、
排
披
天
八
重
雲
、
以
奉
降
之
。
故
稱
此
神
、
曰
天
國
饒

石
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
。
…
（
第
九
段
一
書
第
六
）
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本
文
と
同
じ
く
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
司
令
神
と
す
る
伝
承
で
あ
り
、
二
箇

所
あ
る
中
略（

（1
（

の
部
分
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
ア
メ
ノ
ホ
ヒ
と
そ
の
子
が
オ
ホ
ナ

ム
チ
に
媚
び
て
復
奏
せ
ず
、
次
に
天
若
彦
を
派
遣
し
た
こ
と
」、「
天
若
彦

が
返
し
矢
に
当
た
っ
て
死
に
、
そ
の
親
族
に
よ
っ
て
殯
が
営
ま
れ
、
そ
の

時
、
弔
問
に
訪
れ
た
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
が
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
に
見
間
違

わ
れ
、
そ
の
こ
と
に
怒
り
を
感
じ
た
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
が
喪
屋
を
斬
り

伏
せ
る
」と
い
う
ほ
ぼ
本
文
と
同
じ
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

皇
祖
の
系
譜
に
登
場
す
る
神
の
名
や
、
二
度
に
亙
る
雉
の
派
遣
な
ど
、
本

文
と
は
異
な
る
要
素
を
伝
え
な
が
ら
、
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
・
ア
メ
ワ

カ
ヒ
コ
の
出
自
等
に
つ
い
て
本
文
以
上
の
情
報
は
な
い
。

　

続
い
て
、
第
一
の
一
書
を
見
る
。

一
書
曰
、
天
照
大
神
、
勅
天
稚
彦
曰
「
豐
葦
原
中
國
、
是
吾
兒
可
王

之
地
也
。
然
慮
、
有
残
賊
強
暴
横
悪
之
神
者
。
故
汝
先
往
平
之
。
乃

賜
天
鹿
兒
弓
及
天
眞
鹿
兒
矢
遣
之
。
天
稚
彦
受
勅
來
降
、
則
多
娶
國

神
女
子
、
經
八
年
無
以
報
命
。（
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
は
ア
マ
テ
ラ
ス
の

派
遣
し
た
雉
を
射
殺
し
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
投
げ
返
し
た
矢
に
当
た
っ

て
死
去
す
る
。）

時
天
稚
彦
之
妻
子
、
従
天
降
來
、
将
柩
上
去
而
、
於
天
作
喪
屋
殯
哭

之
。
先
是
、
天
稚
彦
與
味
耜
高
彦
根
神
友
善
。
故
味
耜
高
彦
根
神
、

登
天
弔
喪
大
臨
焉
。
時
此
神
形
貌
、
自
與
天
稚
彦
相
似
。
故
天
稚
彦

妻
子
等
、
見
而
喜
之
曰
「
吾
君
猶
在
」。
則
攀
持
衣
帯
、
不
可
排
離
。

時
、
味
耜
高
彦
根
神
忿
曰
「
朋
友
喪
亡
。
故
吾
即
來
弔
。
如
何
誤
死

人
於
我
耶
」、
乃
抜
十
握
劔
、
斫
倒
喪
屋
。
其
屋
堕
而
成
山
。
此
則

美
濃
國
喪
山
是
也
。
世
人
悪
以
死
者
誤
己
、
此
是
縁
也
。

時
、
味
耜
高
彦
根
神
光
儀
華
艶
、
映
于
二
丘
二
谷
之
間
。
故
喪
會
者

歌
之
曰
、
或
云
、
味
耜
高
彦
根
神
之
妹
下
照
媛
、
欲
令
衆
人
知
映
丘

谷
者
、
是
味
耜
高
彦
根
神
、
故
歌
之
曰
「
阿
妹
奈
屡
夜
、
乙
登
多
奈

婆
多
廼
、
汙
奈
餓
勢
屡
、
多
磨
廼
彌
素
磨
屡
廼
、
阿
奈
陀
磨
波
夜
、

彌
多
爾
、
輔
柁
和
柁
羅
湏
、
阿
泥
素
企
多
迦
避
顧
禰
」。
又
歌
之
曰

…　
（
第
九
段
一
書
第
一
）

　

ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
を
派
遣
し
、
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
を
処
刑
す
る
主
体
が
天
神

と
し
て
の
ア
マ
テ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
て
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
司
令
神
と
す

る
本
文
と
は
系
統
の
異
な
る
伝
承
で
あ
る
。
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
司
令
神
と

す
る
伝
承
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
司
令
神
と
す
る
伝
承
の
双
方
に
、
ア
メ
ワ
カ

ヒ
コ
と
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
を
め
ぐ
る
神
話
が
共
通
し
て
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。
こ
の
一
書
で
は
、「
或
云
」
と
し
て
、
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ

ネ
の
妹
の
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
が
登
場
し
、
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
の
正
体
を

衆
人
に
明
ら
か
に
す
る
目
的
で
「
夷
振
」
と
い
う
二
首
の
歌
を
詠
む
伝
承

が
載
せ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

さ
て
、
先
に
見
た
本
文
と
一
書
第
一
の
記
事
に
お
け
る
神
々
の
系
譜
を
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そ
れ
ぞ
れ
図
示
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
第
九
段
本
文
の
系
譜
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ

ウ
ツ
シ
ク
ニ
ダ
マ　

シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
（
＝
タ
カ
ヒ
メ
・
ワ
カ
ク
ニ
タ
マ
）

ア
マ
ツ
ク
ニ
ダ
マ　

ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ

【
第
九
段
一
書
第
一
の
系
譜
】

　
　
　
　
　

兄
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ

　
　
　
　
　

妹
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ

　

次
に
、
両
伝
承
の
内
容
を
合
わ
せ
て
、
系
譜
を
作
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
読
み
方
と
し
て
、
こ
う
し
た
「
操
作
」
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
て
、
そ
の
点
は
次
節
以
降
で
述
べ
る
こ
と

と
す
る
。

【
統
合
系
譜
１
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ

ウ
ツ
シ
ク
ニ
ダ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
タ
テ
ル
ヒ
メ

ア
マ
ツ
ク
ニ
ダ
マ　
　

ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ

　

本
文
と
一
書
の
伝
承
を
総
合
し
た
時
、
初
め
て
、
ウ
ツ
シ
ク
ニ
ダ
マ
の

子
と
し
て
、
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
と
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
の
兄
妹
が
あ
り
、

シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
が
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
の
妻
に
な
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
ア

ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
と
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
の
父
親
で
あ
る
ウ
ツ
シ
ク
ニ
ダ
マ

と
は
如
何
な
る
存
在
で
あ
る
か
。
そ
れ
が
分
か
る
の
は
、
第
八
段
の
一
書

第
六
を
お
い
て
他
に
な
い
。

一
書
曰
、
大
國
主
神
、
亦
名
大
物
主
神
、
亦
號
國
作
大
己
貴
命
、
亦

曰
葦
原
醜
男
、
亦
曰
八
千
戈
神
、
亦
曰
大
國
玉
神
、
亦
曰
顕
國
玉
神
。

其
子
凡
有
一
百
八
十
一
神
。（
第
八
段
一
書
第
六
）

　

ウ
ツ
シ
ク
ダ
マ
は
大
国
主
神
の
亦
名
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
子

は
凡
そ
一
八
一
神
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
神
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

の
一
書
の
情
報
を
先
に
示
し
た
【
統
合
系
譜
１
】
に
加
え
、
新
た
に
系
譜

を
作
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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【
統
合
系
譜
２
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ

ウ
ツ
シ
ク
ニ
ダ
マ

（
＝
オ
ホ
ナ
ム
チ
＝
大
国
主
神
…
）　　
　

シ
タ
テ
ル
ヒ
メ

ア
マ
ツ
ク
ニ
ダ
マ　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ

　

第
九
段
に
お
け
る
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
系
の
伝
承
と
ア
マ
テ
ラ
ス
系
の
伝

承
、
さ
ら
に
第
八
段
の
一
書
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
ア
ヂ

ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
と
そ
の
妹
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
が
ウ
ツ
シ
ク
ニ
ダ
マ
（
＝
大

国
主
神
＝
オ
ホ
ナ
ム
チ
…
）の
子
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

『
日
本
書
紀
』
天
孫
降
臨
章
を
読
む

　

天
孫
降
臨
章
（
第
九
段
）
の
本
文
に
は
、
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
の
所
業
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

來
到
即
娶
顕
国
玉
之
女
子
下
照
姫
（
亦
名
高
姫
、
亦
名
稚
國
玉
）、

因
留
住
之
曰
「
吾
亦
欲
馭
葦
原
中
國
」、
遂
不
復
命
。

『
古
事
記
』
に
も
ほ
ぼ
同
内
容
の
記
述
が
あ
る
が
、『
日
本
書
紀
』
本
文
だ

け
を
読
む
限
り
、
ウ
ツ
シ
ク
ダ
マ
の
娘
で
あ
る
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
（
と
も
に

本
文
初
出
）
を
娶
る
こ
と
が
、
ど
う
し
て
葦
原
中
国
の
支
配
を
企
む
こ
と

に
繋
が
る
の
か
、
そ
の
間
に
因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ

こ
に
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
の
父
親
で
あ
る
ウ
ツ
シ
ク
ニ
ダ
マ
が
大
国
主
神
＝
オ

ホ
ナ
ム
チ
で
あ
っ
た
と
す
る
第
八
段
一
書
第
六
の
情
報
を
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
結
婚
を
い
わ
ば
政
略
結
婚
で
あ
る
と
読
む
こ
と
が
出
来
る

の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
著
書
・
論
文
等
に
お
い
て
、『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
読
み

方
に
つ
い
て
の
提
言
を
行
っ
て
き
た（

（1
（

。
改
め
て
ポ
イ
ン
ト
を
簡
潔
に
纏
め

る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
、
神
代
紀
の
文
脈
は
、本
文
を
繋
ぐ
こ
と
を
基
本
と
す
る
以
外
に
な
い
。

段
ご
と
に
数
の
違
う
一
書
を
段
を
越
え
て
繋
げ
る
読
み
は
求
め
ら
れ
て
い

な
い
。古
本
系
諸
本
に
お
け
る
本
文
重
視
の
書
式
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

２
、
各
段
の
本
文
と
一
書
群
と
は
内
容
的
に
両
立
し
得
な
い
。

例
え
ば
第
五
段
（
四
神
出
生
章
）
で
は
、
日
神
オ
ホ
ヒ
ル
メ
（
亦
名
ア
マ

テ
ラ
ス
）
が
三
通
り
に
誕
生
す
る
。
一
書
群
の
存
在
は
本
文
の
絶
対
化
に

お
い
て
不
利
で
あ
る
。

３
、
一
書
の
情
報
が
な
い
と
本
文
の
筋
が
通
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
点
、
第
九
段
に
お
い
て
最
も
顕
著
で
あ
る
。
第
八
段
本
文
か
ら
の
流

れ
を
確
認
し
て
お
く
。
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第
八
段
本
文

（
素
戔
嗚
尊
・
奇
稲
田
姫
）
乃
相
與
遘
合
而
、
兒
生
大
己
貴
神
。
因

勅
之
曰
「
吾
兒
宮
首
者
、
脚
摩
乳
・
手
摩
乳
也
」。
故
、
賜
號
於
二
神
、

曰
稲
田
宮
主
神
。
已
而
素
戔
嗚
尊
、
遂
就
於
根
國
。

第
九
段
本
文

天
照
大
神
之
子
正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
、
娶
高
皇
産
霊
尊
之

女
栲
幡
千
千
姫
、
生
天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
。
故
、
皇
祖
高
皇
産
霊

尊
、
特
鍾
憐
愛
以
崇
養
焉
。
遂
欲
立
皇
孫
天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
、

以
為
葦
原
中
國
之
主
。
然
彼
地
多
有
蛍
火
光
神
、
及
蠅
聲
邪
神
。
復

有
草
木
咸
能
言
語
。
故
、
高
皇
産
霊
尊
、
召
集
八
十
諸
神
而
、
問
之

曰
「
吾
欲
令
撥
平
葦
原
中
國
之
邪
鬼
。
當
遣
誰
者
宜
也
。
惟
爾
諸
神
、

勿
隠
所
知
」。
僉
曰
「
天
穂
日
命
、
是
神
傑
也
。
可
不
試
歟
」。
於
是

俯
順
衆
言
、
則
以
天
穂
日
命
往
平
。
然
此
神
、
佞
媚
大
己
貴
神
、
比

及
三
年
尚
不
報
聞
。
…
…
故
、
高
皇
産
霊
尊
、
更
會
諸
神
、
問
當
遣

者
。
僉
曰
「
天
國
玉
之
子
天
稚
彦
、
是
壮
士
也
。
宜
試
之
」
於
是
高

皇
産
霊
尊
、
賜
天
稚
彦
天
鹿
兒
弓
及
天
羽
羽
矢
以
遣
之
。
此
神
亦
不

忠
誠
也
。
來
到
即
娶
顕
国
玉
之
女
子
下
照
姫
（
亦
名
高
姫
、
亦
名
稚

國
玉
）、
因
留
住
之
曰
「
吾
亦
欲
馭
葦
原
中
國
」、
遂
不
復
命
。
…
…

二
神
（
経
津
主
神
・
武
甕
槌
神
）
於
是
降
到
出
雲
國
五
十
田
狭
之
小

汀
、
則
抜
十
握
劔
、
倒
植
於
地
、
踞
其
鋒
端
而
、
問
大
己
貴
神
曰
「
高

皇
産
霊
尊
、
欲
降
皇
孫
、
君
臨
此
地
。
故
先
遣
我
二
神
、
駆
除
平
定
。

汝
意
何
如
。
當
須
避
不
」。

　

第
八
段
本
文
は
ス
サ
ノ
ヲ
の
子
と
し
て
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
誕
生
し
た
と
こ

ろ
で
終
わ
り
、
そ
れ
が
第
九
段
に
な
る
と
、
何
の
断
り
も
な
く
葦
原
中
国

の
支
配
者
と
な
っ
て
い
て
、
天
上
か
ら
の
使
者
は
迷
い
な
く
オ
ホ
ナ
ム
チ

の
も
と
を
訪
れ
る
。
ま
た
、
葦
原
中
国
の
平
定
か
ら
皇
孫
降
臨
ま
で
の
一

切
を
指
揮
す
る
の
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
で
あ
る
が
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
は
本
文

初
出
で
あ
り
、
そ
れ
が
な
ぜ
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
至
高
の
称
号
と
し

て
の
「
尊
」
号
（
第
一
段
本
文
）
を
有
す
る
「
皇
祖
」
と
し
て
、
諸
神
を

「
召
集
」
す
る
の
か
に
つ
い
て
一
切
の
説
明
が
な
い
。

　

そ
の
文
脈
の
亀
裂
を
埋
め
る
た
め
に
は
、一
書
の
情
報
が
必
要
に
な
る
。

タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
は
、
第
一
段
の
一
書
第
四
で
天
地
創
成
の
直
後
に
「
尊
」

号
を
も
っ
た
造
化
神
と
し
て
誕
生
し
、
第
八
段
の
一
書
第
六
で
は
「
天
神
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
に
つ
い
て
は
、
第
八
段

の
一
書
第
六
で「
大
国
主
神
」と
し
て
国
の
支
配
を
遂
げ
、国
作
り
を
行
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
一
書
の
情
報
が
頭
の
中
に
入
っ
て
い
れ

ば
、
第
八
段
本
文
か
ら
第
九
段
本
文
へ
の
接
続
を
辛
う
じ
て
理
解
す
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
第
九
段
に
お
け
る
一
書
の
内
容
が
、
後
の
神
武
紀
に
繋
が
る
こ
と

も
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
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（
神
日
本
磐
余
彦
天
皇
）
謂
諸
兄
及
子
等
曰
「
昔
我
天
神
、
高
皇
産

霊
尊
・
大
日
孁
尊
、
舉
此
豊
葦
原
瑞
穂
國
而
、
授
我
天
祖
彦
火
瓊
瓊

杵
尊
」。（
神
武
即
位
前
紀（

（1
（

）

　

前
に
示
し
た
第
九
段
本
文
に
お
い
て
、
皇
孫
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
を
葦
原
中
国

の
主
と
定
め
、降
臨
を
指
揮
し
た
の
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
一
神
で
あ
っ
た
が
、

一
書
第
一
で
は
ア
マ
テ
ラ
ス
が
、
一
書
第
二
で
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
ア
マ

テ
ラ
ス
と
が
司
令
神
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
第
五
段
本
文
に
お
い
て
、
オ

ホ
ヒ
ル
メ
の
亦
名
が
ア
マ
テ
ラ
ス
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
て
、
タ
カ
ミ
ム

ス
ヒ
系
・
ア
マ
テ
ラ
ス
系
・
日
神
系
な
ど
系
統
の
異
な
る
伝
承（

（1
（

の
情
報
を

総
合
し
た
時
に
、初
め
て
、先
の
神
武
の
発
言
が
有
効
に
な
る
の
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
は
神
武
紀
以
降
の
歴
代
天
皇
紀
を
原
則
と
し
て
一
本
化
し

た
「
通
史
」
と
し
て
記
す
が
、
そ
れ
は
神
代
巻
の
各
段
本
文
に
一
書
の
情

報
ま
で
を
総
合
し
た
上
で
成
り
立
つ
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
と
受
け
取
る

こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
文
中
心
の
神
代
巻
を
、
本
文
と
相
容
れ
な
い
内
容

を
伝
え
、
い
っ
ぽ
う
で
本
文
の
通
読
に
不
可
欠
で
も
あ
り
、「
通
史
」
に

お
い
て
有
効
な
一
書
群
を
含
む
テ
キ
ス
ト
と
し
て
ど
う
理
解
す
る
か
が
問

題
な
の
で
あ
り
、
本
文
と
一
書
群
を
総
合
し
た
神
代
紀
の
読
み
方
が
求
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
誤
解
を
恐
れ
ず
言
え
ば
、
か
つ
て
「
記
紀
神
話
」
な

ど
と
無
批
判
に
総
称
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
漠
然
と
し
た
〈
建
国
神
話
〉
の

大
き
な
流
れ
の
中
に
本
文
を
お
い
て
読
む
こ
と
、
こ
れ
が
『
日
本
書
紀
』

神
代
巻
が
求
め
た
読
み
方
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　
『
日
本
書
紀
』
天
孫
降
臨
章
（
第
九
段
）
に
お
け
る
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
・

ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
の
神
話
に
つ
い
て
は
、
本
文
だ
け
を
通
読
し
て
も

〈
建
国
神
話
〉
の
文
脈
に
お
け
る
そ
の
意
味
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
そ

う
に
な
い
。当
該
神
話
の
主
要
な
登
場
神
は
い
ず
れ
も
本
文
初
出
で
あ
り
、

そ
の
出
自
も
殆
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。

　

本
文
と
一
書
群
と
を
総
合
し
た
と
こ
ろ
に
成
り
立
つ
神
代
紀
の
読
み
方

に
従
っ
て
、
本
文
に
本
来
的
に
系
統
の
異
な
る
第
九
段
の
一
書
第
一
、
さ

ら
に
第
八
段
の
一
書
第
六
な
ど
の
情
報
を
入
れ
、
神
代
紀
全
体
と
し
て
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
神
々
の
系
譜
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ヂ
ス

キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
が
オ
ホ
ナ
ム
チ
（
＝
ウ
ツ
シ
ク
ダ
マ
＝
大
国
主
神
…
）
の

子
で
あ
る
と
い
う
『
古
事
記
』『
出
雲
国
風
土
記
』「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」

と
同
様
の
位
置
づ
け
が
見
え
て
く
る
。

　
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
、
成
立
の
頃
か
ら
出
雲
服
属
の
象
徴

的
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
の
立
場
を
、
叛
逆

者
で
あ
る
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
と
対
照
化
し
て
示
す
の
が
〈
建
国
神
話
〉
と
し
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て
の
当
該
神
話
の
趣
旨
で
あ
り
、
そ
れ
が
本
文
と
一
書
群
（
諸
系
統
の
伝

承
）
を
総
合
し
て
成
り
立
つ
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の

読
み
と
し
て
最
も
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

注（１
）	『
古
事
記
』
の
文
は
真
福
寺
本
（『
国
宝
真
福
寺
本
古
事
記
』
桜
楓
社
、
一
九
七
八

年
）
を
底
本
と
し
て
筆
者
が
校
定
し
た
。
便
宜
上
、
字
体
を
一
部
通
行
字
に
改
め
、

割
注
は
括
弧
に
入
れ
て
示
し
た
。
以
下
同
じ
。

（
２
）	『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
文
は
吉
田
本
（『
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
国
宝
吉
田
本
日

本
書
紀
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
を
底
本
と
し
て
筆
者
が
校
定
し
た
。
便
宜

上
、
字
体
を
一
部
通
行
字
に
改
め
、
割
注
は
括
弧
に
入
れ
て
示
し
た
。
以
下
同
じ
。

（
３
）	「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」
の
文
は
九
條
家
本
延
喜
式
祝
詞
（
沖
森
卓
也
編
『
東
京
国

立
博
物
館
蔵
本
延
喜
式
祝
詞
総
索
引
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
）
を
底
本
と
し

て
筆
者
が
校
定
し
た
。
以
下
同
じ
。

（
４
）	

飯
泉
健
司
「
ア
メ
ノ
ホ
ヒ
の
『
媚
』」（
古
事
記
研
究
大
系
５
─
１
『
古
事
記
の
神
々

（
上
）』
高
科
書
店
、
一
九
九
八
年
六
月
）
参
照
。

（
５
）	

拙
著
『
古
事
記
神
話
論
』（
新
典
社
、
二
〇
〇
三
年
）
第
Ⅲ
部
第
七
章
「
ア
メ
ノ

ホ
ヒ
は
な
ぜ
派
遣
さ
れ
る
の
か
」
参
照
。

（
６
）	

大
和
王
権
の
手
に
成
っ
た
〈
建
国
神
話
〉
は
、
神
話
と
し
て
の
説
得
力
を
維
持
す

る
た
め
に
地
方
の
神
話
や
神
々
の
信
仰
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
ら
を
利
用
し
な
が
ら

編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
代
表
格
が
ス
サ
ノ
ヲ
・
オ
ホ
ナ
ム
チ
な
ど
の
出

雲
の
神
や
神
話
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
拙
稿
「〈
神
話
〉
が
作
る
国
家
─
列

島
古
代
の
精
神
史
─
」（『
文
学
・
語
学
』
二
二
七
、二
〇
一
九
年
一
二
月
）、
拙
著

『
神
話
で
読
み
と
く
古
代
日
本
─
古
事
記
・
日
本
書
紀
・
風
土
記
』（
ち
く
ま
新
書
、

二
〇
一
六
年
）
等
参
照
。

（
７
）	

松
村
武
雄
『
日
本
神
話
の
研
究
（
四
）』（
培
風
館
、
一
九
五
八
年
）、
松
前
健
『
日

本
神
話
と
古
代
生
活
』（
有
精
堂
、
一
九
七
〇
年
）、
吉
井
巌
『
天
皇
の
系
譜
と
神

話
（
二
）』（
塙
書
房
、
一
九
七
六
年
）、
服
部
旦
「
天
若
日
子
神
話
─
阿
遅
志
貴

高
日
子
根
神
を
め
ぐ
っ
て
─
」（「
古
代
文
学
」
七
、一
九
六
七
年
一
二
月
）、
中
村

啓
信
「
ア
ヂ
シ
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
は
何
故
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
に
似
て
い
る
の
か
」（「
國

學
院
雑
誌
」
一
〇
二
─
六
、二
〇
〇
一
年
六
月
）
等
、
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

（
８
）	

拙
著
前
掲
注
５
、
第
Ⅱ
部
第
一
章
「
ム
ス
ヒ
二
神
の
「
隠
身
」
に
つ
い
て
」
参
照
。

（
９
）	『
出
雲
国
風
土
記
』
の
文
は
細
川
家
本
（『
出
雲
国
風
土
記
諸
本
集
』
勉
誠
社
、

一
九
八
四
年
）
を
底
本
と
し
て
筆
者
が
校
定
し
た
。
便
宜
上
、
字
体
を
一
部
通
行

字
に
改
め
、
割
注
は
括
弧
に
入
れ
て
示
し
た
。
以
下
同
じ
。

（
10
）	『
古
事
記
』
の
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
迦
毛
大
御
神
ア
ヂ

ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
」（『
国
語
と
国
文
学
』
八
五
─
三
、二
〇
〇
八
年
三
月
）
参
照
。

（
11
）	

三
宅
和
朗
『
記
紀
神
話
の
成
立
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
、
参
照
。

（
12
）	『
日
本
書
紀
』
一
書
第
一
に
お
け
る
二
首
の
「
夷
振
」
は
一
見
し
て
内
容
面
で
の

関
係
が
な
く
、
そ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
諸
説
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
行
論

の
都
合
上
、
詳
細
は
割
愛
す
る
。

	

　

一
書
内
の
本
伝
で
は
「
喪
會
者
」
の
歌
、「
或
云
」
で
は
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
の
歌

と
な
っ
て
い
て
、
後
者
に
つ
い
て
は
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
で
あ
る
こ
と
を
証
す

た
め
だ
と
い
う
目
的
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
的
に
合
っ
た
歌
は
『
古
事

記
』
と
ほ
ぼ
同
内
容
を
伝
え
る
一
首
目
で
あ
る
。
本
居
宣
長
は
二
首
目
が
紛
れ
込

ん
だ
と
述
べ（『
古
事
記
傳
』本
居
宣
長
全
集
第
十
巻
、筑
摩
書
房
、一
九
七
八
年
）、

山
路
平
四
郎
は
歌
謡
の
形
と
し
て
は
二
首
構
成
の
『
日
本
書
紀
』
の
方
が
古
い
と

指
摘
し
て
い
る
（『
記
紀
歌
謡
評
釈
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
三
年
）。
詠
者
の
件

も
含
め
、
歌
謡
本
来
の
姿
と
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
と
い
う
作
品
に
お
け
る

歌
と
の
関
係
性
な
ど
問
題
は
小
さ
く
な
い
が
、
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
の
正
体
明

か
し
が
、
少
な
く
と
も
〈
建
国
神
話
〉
に
お
け
る
目
的
の
一
つ
と
し
て
『
古
事
記
』
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『
日
本
書
紀
』
に
共
通
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
論
を
進
め
る
。

（
13
）	
拙
稿「
神
代
紀
の
構
造
」（『
国
語
と
国
文
学
』八
七
─
一
一
、二
〇
一
〇
年
一
一
月
）、

「
神
代
記
・
紀
の
〈
読
み
〉
方
を
考
え
る
」（『
文
学
』
一
三
─
一
、二
〇
一
二
年

一
月
）、「『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
構
成
」（『
上
代
文
学
』
一
二
四
、二
〇
二
〇
年

四
月
）、
拙
著
前
掲
注
６
等
参
照
。

（
14
）	『
日
本
書
紀
』
巻
三
の
文
は
、
卜
部
兼
右
本
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
日
本
書

紀
兼
右
本
一
』
八
木
書
店
、
一
九
八
三
年
）
を
底
本
と
し
て
筆
者
が
校
定
し
た
。

（
15
）	〈
建
国
神
話
〉
の
諸
系
統
に
つ
い
て
は
、
三
品
彰
英
『
建
国
神
話
の
諸
問
題
』（
平

凡
社
、一
九
七
一
年
）、北
川
和
秀「
古
事
記
上
巻
と
日
本
書
紀
神
代
巻
と
の
関
係
」

（『
文
学
』
四
八
─
五
、一
九
八
〇
年
五
月
）、
神
田
典
城
『
記
紀
風
土
記
論
考
』（
新

典
社
、
二
〇
一
五
年
）
等
に
詳
し
い
。


